説教要旨「真心から神に近づこう」
聖書：ヘブライ１０章１９－２５

10:19 それで、兄弟たち、わたしたちは、イエスの血によって聖所に入れると確信しています。10:20 イエスは、垂れ幕、つまり、御自分の肉を通って、新しい生きた道をわたしたちのために開いてくださったのです。

10:21 更に、わたしたちには神の家を支配する偉大な祭司がおられるのですから、10:22 心は清められて、良心のとがめはなくなり、体は清い水で洗われています。信頼しきって、真心から神に近づこうではありませんか。10:23 約束してくださったのは真実な方なのですから、公に言い表した希望を揺るがぬようしっかり保ちましょう。

10:24 互いに愛と善行に励むように心がけ、10:25 ある人たちの習慣に倣って集会を怠ったりせず、むしろ励まし合いましょう。かの日が近づいているのをあなたがたは知っているのですから、ますます励まし合おうではありませんか。
　先日、フランス･パリの大聖堂が大火災に見舞われたというニュースが世界中を駆け巡りました。ヨーロッパ中世の石造建築物とはいえ、屋根の部分は木材を組み合わせていたもので、そのために火災となったということですが、幸いにも猛火に焼かれなかった宝物が消防士たちによって危機一髪持ち出されたそうです。その宝物の中に聖遺物があったと報じられていました。聖遺物の中にはキリストがかぶせられた茨の冠とか、十字架に釘付けされたときの釘などがあったそうです。聖遺物は、ヨーロッパの古い教会や修道院にたくさん保存されています。私たちの信仰の大先輩はそれを皮肉って、もしその種の釘を集めたらバケツ一杯になるに違いないといっておりますが、それほど聖遺物が重視されました。そして、その聖遺物の多くはキリストの十字架を巡って収集されたものです。たとえばキリストの遺体の顔を覆っていた聖骸布が有名です。
　キリスト教信者は十字架を特別視しました。それが聖遺物の保存に反映していると考えてよいと思います。キリスト者の墓標は十字架ですし、また石の墓には十字架が彫り込まれています。教会建築の様式は多種多様ですが、十字架がその屋根に置かれています。重要な儀式を執り行う高位聖職者はたくさんの宝石が飾られている十字架を首にかけています。キリスト教と十字架は決して切り離すことができません。
　十字架はキリストが処刑された十字架であって、その十字架の意味するところはキリスト教信仰の中心です。先週、私たちの教会でも聖金曜日（Good Friday）の祈祷会を守りましたが、おそらく世界中の教会でさまざまな行事が行なわれたはずです。エルサレムでは聖地旅行者＝巡礼がヴィア・ドロローサ〔悲しみの道〕といわれている、キリストが重い十字架を背負って歩かれた道、そして、ゆかりの位置にある教会などの建物をめぐる十字架の道行きを経験しているはずです。キリストの十字架は苦難の道であり、その苦難をしのぶことでキリストは私たちのために罪のあがない、赦しをもたらしてくださいました。
　そして、さらに大切なことは、十字架はキリストの復活＝よみがえりと不可分です。復活のない十字架ほど空しいしるしはありません。

　今日はイースターですが、この日はキリストの復活を記念し、またそこで行なわれた大きな神の業を思い起こす日として教会の暦の中で重視されています。ある意味でクリスマス以上にイースターはキリスト信者には大切な日であるということができます。十字架は最も重視されるように、その十字架と不可分の関係にある復活もきわめて重要な意味合いが含まれているからです。
　今日は、ヘブライ人への手紙１０章１９－２５を説教のために選びましたが、その学びのためにマタイ２７章５０－５１を取り上げなければなりません。「イエスは再び大声で叫び、息を引き取られた。そのとき、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂け・・・」と記されています。この垂れ幕が神殿のどこにある幕＝カーテンか、諸説がありますが、もっとも至当な考えは至聖所と聖所の間を隔てている幕であろうと思われます。至聖所と聖所の作り方については出エジプト記２５－２６章に詳しく記されています。この至聖所に関して重要なのはレビ記１６章に記されていることで、１年に１回だけある贖罪の日に、大祭司は犠牲の血を携えて、至聖所に入ることができました。大祭司だけが入ることができ、そのほかの人は入れず、また、この贖罪の業は贖罪の日だけ、つまり１年に一度だけ行うのですから、大祭司といえどもそのほかの日には入ることができなかったのです。

　至聖所にはモーセが神からいただいた十戒を記した石の板が入れてある聖なる箱とその蓋にケルビムというたぶん天使の像が置かれていました。なぜこのような至聖所が作られたかの理由は明らかです。神は見ることも近づくこともできません。そういう神なら人間と無関係ですし、第一接近することもありえません。しかし、神のその御心は見える形で表わされます。それが偶像という形ではありません。神の臨在されていることを至聖所は示しています。神はそこにいると約束してくださっているので、大祭司が民を代表して贖罪の業を実行したのです。その贖罪のゆえに、私たちは神に近づくことが許されるという神の御心を味わえるのです。
　それは年に一度だけという限られたものでしたが、イスラエルの礼拝者は神のみ前までいけると確信できたのでした。

　ところがヘブライ人への手紙の作者はこのように記します。「わたしたちは、イエスの血によって聖所に入れると確信しています。イエスは、垂れ幕、つまり、御自分の肉を通って、新しい生きた道をわたしたちのために開いてくださったのです」（１９章２０節）。キリストの十字架の際、どうして神殿の垂れ幕が裂けたのかの意味がここに明らかにされています。キリストの肉が裂かれたとき、誰も行くことができない、ただ年に一度だけ犠牲の血を携えた大祭司が入っていける至聖所に誰もが、つまり、私たちがそこにいける道が開かれたのです。
　キリストの肉と神殿の垂れ幕が重なってイメージされています。神殿の垂れ幕は、キリストの贖罪を予め示していたのです。キリストの十字架の意味を信じて受け入れる者は、臆することなく、神の臨在されているところ、神のいます永遠のみ国まで、大胆に入っていけるのです。

　死はもはや私たちを支配することはできません。キリストが復活されたように、キリストと共に私たちもまたよみがえらされ、もはや死ぬことのないからだに変えられて、神の臨在される御座にまで接近していくことができます。
　まだ、この地上では、経験していませんが、必ずその通りになると確信することが許されています。このイースターの日にご一緒に確信を与えられたいと願っています。喜びを分かち合いたいと思います。(この項おわり)　

